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す。
道
・
河
川
な
ど
の
交
通
路
は
、
古
く
か
ら
文
物
や
人
々
の
交
流
の
舞
台
に
な
っ
て
お
り
、
本
県
の
歴
史
を
知
る
上
に
き
わ
め
て
甫
要
な
意
味
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
、
産
業
経
済
が
著
し
く
発
展
し
、
社
会
構
造
が
変
遷
す
る
な
か
て
、

わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
0

こ
れ
に
伴
っ
て
街
道
の
並
木
、
番
所
跡
、

し
、
昭
和
五
十
三
年
度
か
ら
国
庫
補
助
を
受
け
て
歴
史
の
道
の
調
在
を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。

本
報
告
書
は
、
本
年
度
に
調
査
し
ま
し
た
七
街
道
の
う
ち
、
奥
州
道
中
の
花
巻
宿
か
ら
南
西
へ
岩
崎
街
道
を
通
り
、
さ
ら
に
沢
内
街
道
を
通
っ
て
羽
後
国
平
鹿
郡
に
い
た
る
「
平
和

街
道
」
の
岩
手
県
分
に
つ
い
て
、
街
道
の
現
状
と
文
化
財
の
保
存
状
況
な
ど
、
そ
の
周
囲
の
環
境
を
含
め
て
総
合
的
に
凋
在
し
、
そ
の
成
果
を
集
成
し
た
も
の
て
あ
り
ま
す
。

本
書
が
、
今
後
の
交
通
関
係
遺
跡
の
保
護
及
び
歴
史
の
道
研
究
の
一
助
と
な
れ
は
幸
い
て
あ
り
ま
す
。

な
お
、
調
査
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
調
査
員
各
位
並
び
に
関
係
市
町
村
教
育
委
員
会
を
は
じ
め
諸
資
料
を
提
供
し
て
く
た
さ
っ
た
方
々
に
対
し
、
衷
心
よ
り
感
謝
中
し
上
げ
ま

昭
和
五
十
五
年
―
―
一
月

序

教
育
長

新

里

岩
手
県
教
育
委
員
会

盈

か
つ
て
は
交
通
が
大
変
不
便
で
あ
っ
た
山
道
も
改
良
さ
れ
、
舗
払
さ
れ
て
近
代
的
な
道
路
に
か

一
里
塚
な
ど
の
交
通
関
係
の
遺
跡
も
急
激
に
失
わ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
本
県
て
は
、
こ
の
よ
う
な
現
状
を
屯
祝
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四
、
調
査
の
方
法
は
、
地
区
調
査
員
が
調
査
カ
ー
ト
を
作
成
し
、
調
在
カ
ー
ト
に
も
と
づ
き
専
門
調
査
員
か
確
認
調
査
を
行
な
っ
た
。

五
、
本
書
は
、
主
任
専
門
謁
賽
員
草
間
俊
一
が
執
筆
し
、
文
化
課
が
編
集
に
あ
た
っ
た
。

補

助

員

地
区
調
査
員
（
江
釣
子
村
）

地
区
調
査
員
（
和
賀
町
）

地
区
調
査
員
（
湯
田
町
）

地
区
調
査
員
（
沢
内
村
）

専

門

調

査

員

専

門

調

壺

員

主
任
専
門
調
査
員

に 日
イ ア

収
集
し
た
も
の

調
壺
し
た
事
項

高

橋

哲

郎

田

中

助

衛

門

高

橋

重

工

藤

定

萩

原

吉

田

義

昭

盛

岡

市

教

委

文

化

財

専

門

員

細

井

草

間

俊

江
戸
時
代
の
国
界
・
藩
界
及
び
郡
名

例

部
落
公
民
館
長

岩
手
大
学
文
部
技
官

湯
田
町
文
化
財
調
査
員

和
賀
町
文
化
財
調
在
員

郎
江
釣
子
村
文
化
財
調
究
員

計

一
、
本
調
査
の
調
査
員
・
補
助
員
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

道
及
び
こ
れ
に
沿
う
地
域
に
残
る
遺
跡
の
分
布
状
況
と
保
存
の
実
態

岩
手
大
学
教
授

岩
手
大
学
教
授

古
文
書
、
地
誌
類
、
紀
行
文
、
古
絵
図
類
や
明
治
時
代
の
実
測
図
な
ど
。

二
、
本
調
査
は
主
と
し
て
次
に
あ
げ
る
も
の
を
収
集
し
、
調
査
を
実
施
し
た
。

一
、
本
書
は
歴
史
の
道
「
平
和
街
道
」
に
関
す
る
報
告
書
で
あ
る
。

口
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称
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

駅
に
立
す
る
道
路
」
と
あ
る
も
の
て
、
半
鹿
郡
の

f
と
和
賀
郡
の
和
を
と
っ
て
ャ
和
街
道

と
称
し
た
も
の
て
あ
る
か
、
そ
の
頃
岩
手
県
て
は
、
こ
の
名
称
か
一
定
し
な
か
っ
た
よ
う

橋
栄
左
ノ

．．
 

ぶ
」
一
線
路
」
と
し
て
あ
げ
て
い
る
[
秋
田
街
道
]
と
称
ず
る
六
街
道
の
一
つ

に
「
黒
沢
尻
ョ
リ
仙
人
峠
ヲ
通
り
越
中
畑
ヲ
経
テ
秋
田
肌
境
二
干
ル
」
と
し
て
お
り

「
県
文
let
戸
」
）
、
明
治
十
四
年
県
統

nI書
に
「
山
形
街
道
（
其
二
）

っ
て
い
る
。
、

し
か
し
、
明
治
二
十
三
年
県
道
改
修
案
以
後
、
岩
手
県
て
も
平
和
街
道
と

藩
政
時
代
に
お
い
て
は
、
盛
岡
渇
ぱ
城
下
盛
岡
を
中
心
に
領
内
の
道
路
を
開
い
て
い
た

の
て
、
今
日
の
よ
う
に
黒
沢
尻
か
ら
て
な
く
、
化
巻
飯
翌
ー
江
釣
［
岩
崎
l
'

媒
孫
＇
ー

仙
人
峠
川
尻
ー
越
中
畑
ー
白
木
峠
の
道
筋
か
と
ら
れ
て
い
た
で
従
っ
て
、

大
道
筋
記
』

（
県
立
図
占
館
本
）

化
仁
ョ
リ
山
ロ
マ
テ

に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る

冗
印
平
山
続

tllj由
’]J¥II
ぷ
十
川
架
さ
壱
尺

A
u
|
＇k

ー

U
J
I
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1
i
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和
賀
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五
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．

5
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図
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『
盛
岡
領
内

ば
「
明
治
卜
五
年
十
月
二
十
ヒ
日
横
手
街
道
（
後
平
和
街
道
と
杓
す
）
間
道
し
」
と
云

黒
沢
尻
ョ
リ
川
尻

竹
内
二
最
モ
＂
者
名
ナ
ル
逍
路

辿
べ
て
あ
る
し
な
お
岩
崎
街
道
か
ら
西
に
向
う
街
逍
に
つ
い
て
は

沢
内
街
逍
一
と
杓
し

:-1 
,iし
Q_~ 

（
門
屋
光
照
校
註
、

和
賀
町
史
談
会
・
昭
和
圧
十
一
年
）
に
、
宕
崎
街
道
に
つ
い
て

越
中
畑
ヲ
経
テ
秋
田
県
二
至
ル
、
土
中
四
駅
」
と
あ
り
、

[
い
い
手
県
史
』
の
年
表
に
よ
れ

に
、
化
在
か
ら
岩
崎
村
を
抒
て
い
く
、

岩
綺
道
を
利
用
す
る
も
の
と
、
花
巻
か
ら
横
川
日

て
、
、
明
治
十
年
区
費
例
圃
第
十
一
▲
条
第
じ
に
よ
れ
は
、

製
の

「
.
-
［
通
御
代
官
所
百
間
八
分
柏
略
図
」
と
、
阿
じ
頃
竹
製
の
一
黒
沢
尻
通
絵
図
I

尤
年

□

八
パ
凡
〗
作
製
の

「
ガ

r目
雌
御
代
宜
所
百
間
八
分
柏
略
図

慶
応
：
．．
 

年
作

逍
篇
」
）

に
□

平
和
街
道
と
云
う
の
は

f
鹿
郡
横
手
駅
よ
り

店
丁
県
和
賀
郡
黒
沢
尻

筋
と
な
っ
て
い
る
。

と
い
う
の
ぱ
、

)
の
道
筋
か
迂
魁
し
す
ぎ
て
い
る
。

［
っ
て
、

ハ〇

慶
兄

平
和
街
直
は

言
明
冶
十
丘
年
大
月
秋
田
県
山
内
村
賓
料
」

(
[
湯
田
町
史
料
第

2
集
交

の
一
の
地
形
図
に
当
っ
て
み
る
と

r

化
在
か
ら
宕
綺
村
ま
て
の
適
筋
ぱ
即
解
し
枇
ね
る
道

ま
え
が
き

村
ー
越
中
畑
白
木
叫
秋
田
禎
小
松
川
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
道
筋
を
現
在
の
五

Jj
分

（
共
に
盛
岡
公
民
館
蔵
）
と
を
つ
な
ぎ
合
せ
て
見
る
と
、
化
在
か
ら
煤
孫
村
ま
て
行
く
の

に
出
て
、
和
買
川
を
渡
っ
て
瀬
畑
に
行
く
瀬
畑
道
の
一
．
つ
か
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
現
在
の
丘
ガ
分
の
＾
地
形
図
に
当
っ
て
み
る
と
、
岩
崎
道
を
利
用
す
る
も
の
は

花

巻

山

の

神

川

向

門

屋

ー

新

平

（

滑

田

）

渋

田

1

人
防
（
御
免
町
）
ー
佐
野

て
和
買
川
を
渡
っ
て
岩
崎
村
に
行
き
、
そ
れ
か
ら
煤
孫
村
へ
行
く
こ
と
に
な
る

3

瀬
畑
道

は
花
巻
の
南
端
桜
町
よ
り
ー
松
原
不
動
ー
飯
曹
森
の
東
側
を
通
っ
て
ー
十
文
字
春
木

場
大
町
ー
竪
川
口
の
空
堰
に
出
て
横
川
日
の
長
瀬
か
ら
和
賀
川
を
渡
っ
て
、
対
庁
の
瀬

畑
に
行
く
も
の
て
あ
る

C

こ
の
道
は
前
掲
の
「
百
間
八
分
積
略
図
」
で
は
、
十
文
字
か
ら

兵
直
ぐ
南
下
し
て
新
平
て
岩
崎
道
と
合
流
し
て
い
て
、
何
ん
て
瀬
畑
道
と
す
る
か
明
確
で

な
し、

が
ヽ

圧
万
分
の
一
地
形
図
の
作
製
さ
れ
た
崎
初
の
大
正
二
年
の
も
の
に
は
、

上
記
の

春
木
場
大
町
の
道
筋
か
晶
さ
れ
て
い
る
e

崩
掲
の
三
つ
の
通
の
「
貞
間
八
分
柏
略
図
」

で
見
る
と
屈
折
は
す
る
か
「
森
下
—
—
相
野
ー
竹
十
長
根
よ
り
西
南
に
入
っ
て
大
橋
長
根

ー
下
杉
ー
，
柏
野
南
野
栗
木
田
長
瀬
」
の
道
筋
を
と
る
こ
と
は
出
来
る
。
岩
崎
村
宿

に
御
番
所
か
あ
っ
た
こ
と
な
と
号
え
合
せ
る
と
本
道
と
し
て
は
右
崎
道
て
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
延
享
四
年
（
／
じ
四
じ
）
i

者
と
推
定
さ
れ
て
い
る
『
従
花
在
夏
訓
温
泉
迄

1

見

木
村
ー
饒
間
村
ー
滑
田
村
＇
ー
江
釣
［
村
ー
府
崎
村
媒
孫
村
山
口
村
ー
仙
人
叫
沢
内

ヽ

こ
の
道
筋
を
一
巾
部
飢
，
貝
卒
図
’
]
后

111小
」
＞
図
桂
ー
館
蔵
）

ー
▲
ー
！
、
ミ
ー
、

I
I
/
i
-
_
し

iIHII
詞
4
杜
J
I
/
1
1
J
、

11911い
rl

に
よ
っ
て
見
る
と
、
化
巻
轟



御
吟
味
出
役
御
勘
定
方
廻
村
百
間
四
寸
柏
取
調
候
絵
図
面
」

奥
州
道
中
よ
り
和
賀
川
沿
い
に
そ
の
南
~
庁
に
沿
う
て
岩
崎
村
に
通
ず
る
道
を
「
岩
崎
街
道
]

と
記
し
て
あ
り
、
岩
崎
街
道
と
名
称
は
特
定
の
一
っ
だ
け
で
な
く
岩
崎
村
へ
の
道
の
意
味

以
上
の
よ
う
て
、
今
日
乎
和
街
道
と
称
し
て
い
る
道
は
、
奥
州
道
中
か
ら
岐
れ
て
瀬
畑

に
ま
で
い
く
道
筋
ぱ
幾
つ
か
あ
っ
た
が
、
そ
の
一
っ
―
つ
に
つ
い
て
調
査
す
る
時
間
も
な

か
っ
た
の
で
、
本
適
と
考
え
ら
れ
る
花
巻
よ
り
の
岩
崎
街
道
と
、
そ
れ
に
続
く
沢
内
街
道

調
査
は
花
巻
市
と
江
釣
子
に
つ
い
て
は
萩
原
二
郎
氏
、
和
賀
町
に
つ
い
て
は
工
藤
定
一

氏
、
湯
田
町
に
つ
い
て
は
高
橋
重
一
氏
が
、
地
区
調
査
員
と
し
て
、
調
在
し
た
の
を
も
と

に
、
八
月
七
・
八

11
の
両
日
と
九
月
十
二
日
に
花
巻
市
に
つ
い
て
、
花
巻
市
教
育
委
員
会

職
員
の
案
内
で
調
在
し
た
結
果
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
平
和
街
道
の
調
査

も
仙
北
道
・
秋
田
街
道
の
調
壺
と
詞
様
、
自
動
車
て
通
っ
た
だ
け
で
、
山
地
の
旧
道
の
残

存
部
に
つ
い
て
の
踏
査
が
不
充
分
で
あ
る
の
で
心
残
り
に
思
っ
て
い
る

C

な
お
、
沢
内
街
道
に
は
、
盛
岡
か
ら
平
下
石
を
経
て
沢
内
村
に
行
く
沢
内
街
道
か
あ
り
、

か
ら
白
木
峠
ま
で
に
つ
い
て
精
細
に
述
べ
る
こ
と
に
し
た
。

（
北
上
市
役
所
蔵
）
て
は
、

花
巻
市
の
南
方
に
あ
る
南
城
小
学
校
の
東
側
を
通
る
奥
州
道
中
は
、
江
戸
時
代
の
道
筋

と
若
干
変
っ
て
い
る
こ
と
は
、
松
並
木
が
校
庭
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
斜
に
校
舎
に
向
っ
て

ヽ

（ー）

岩

崎

街

追

と

八

内

街

直

平
和
街
道
は
几
戸
時
代
は
一
岩
崎
街
道
」
と
「
沢
内
街
道
」
と
な
っ
て
お
り
、
越
中
畑

か
ら
は
、
秋
田
禎
小
松
川
へ
の
道
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
別
項
と
し
て
「
岩
崎
街
道
・
沢

内
街
道
」
と
し
た
。

街
道
の
概
況

で
つ
か
わ
れ
て
い
た
。

な
お
、

内
之
道
に
て
」
と
あ
る
よ
う
に
、
岩
崎
村
か
ら
西
へ
の
迎
ぱ
「
沢
内
街
道
」
ま
た
は
「
沢

、［
••9 ぢ

え
て
い
る
。

内
道
」
と
い
わ
れ
た
も
の
て
、
花
巻
か
ら
通
し
て
の
名
称
は
な
か
っ
た
よ
う
て
あ
る

じ
て
お
り
、
弘
化
二
年
二
八
四

li)

貞
享
図
に
は
な
い
か
、
黒
沢
尻
か
ら
江
釣
子
ー
長
沼
ー
竪
川
日
横
川
目
へ
の
道
も
通

＠
 

の
北
鬼
柳
村
絵
図
面
に
は
「
年
貢
米
街
道
]
と
あ

り
、
そ
の
つ
づ
き
の
道
か
同
年
の
「
上
江
釣
子
村
と
下
江
釣
子
村
の
絵
図
面
」
に
は
、
瀬

畑
道
と
記
さ
れ
て
い
る
。
黒
沢
尻
か
ら
沢
内
に
行
く
の
に
、
こ
の
道
路
を
通
っ
て
、
佐
野

で
和
賀
川
を
渡
っ
て
岩
崎
村
宿
へ
行
く
か
、
横
川

H
か
ら
瀬
畑
に
渡
る
か
何
れ
か
で
、
江

戸
時
代
に
黒
沢
尻
か
ら
の
道
路
も
間
け
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

「
和
賀
郡
下
鬼
柳
村
安
政
五
年
秋
郷
村
為
御
吟
味
御
竿
打
骰
被
仰
下
候
醐
御
凋

筋
通
中
番
所
之
知
左
之
通
」
の
項
の
「
物
留
御
番
所
宿
，
一
の
と
こ
ろ
に
「
仙
人
峠
越
沢

部
現
地
凋
壺
も
行
っ
た
か
、
私
の
調
査
か
余
り
不
充
分
な
の
て
、
そ
の
報
凡
口
は
米
年
度
に

譲
っ
た
。
本
年
度
報
告
し
た
分
の
不
足
分
を
末
年
度
併
せ
凋
社
し
た
上
て
報
侶
し
た
い
と

「
北
県
柳
付
絵
凶
面
」
は
「
和
賀
郡
北
県
柳
付
弘
化
こ
年
春
叶
け
為
御
吟
味
御
竿
打
屈
被
仰
付

候
励
御
何
吟
味
出
役
御
勘
定
力
廻
村
百
間
四
寸
積
収
凋
似
分
間
絵
凶
面
」
と
あ
る
も
の
て
、
卜
釣

f
付
、
下
几
釣
子
村
の
も
の
も
同
年
こ
畠
か
れ
だ
も
の
て
あ
る

U
I
L釣
子
村
役
場
こ
万
し
た
絵
凶

面
が
屎
竹
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
絵
凶
面
に
う
ち
、
下
lI
釣
子
付
、
新
f
村
、
滑
田
日
の
も
の
に
、
花
巻
か
ら
来
る

「
岩
崎
道
」
が
晶
人
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
滑
田
村
こ
つ
い
て
検
地
凶
面
と
見
ら
れ
る
、
同
じ
弘

化
：
年
作
成
の
'

I

拾
枚
も
の
の
絵
図
面
が
、
「
LI
釣
f
村
民
俗
竹
料
鈷
」
に
保
管
竺
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
に
は
「
岩
崎
街
適
＇
一
と
よ
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
絵
凶
面
こ
は
化
株
」
か
ら
木
る
「
加

畑
道
」
が
晶
人
さ
れ
て
い
な
い
。

て
は
田
中
助
衛
門
氏
か
地
区
闊
在
員
と
し
て
淵
壺
資
料
を
作
成
し
た
粕
果
に
凡
づ
い
て

岡
市
分
に
つ
い
て
は
菊
池
常
雄
氏
、

↑
卜
石
町
に
つ
い
て
は
川
崎
義
仲
氏
、

沢
内
村
に
つ
い

て
い
る
。

『
郷
村
占
丈
見
皿
汀
tiL
』

（
二
南
部
芯
士
い
」
第
四
冊
〗
の
「
物
惰
等
之
番
所
川

J

]

ー、

1
¥
j
i
iー
、

＇

iIlhiJYJLI/]
し
ぅ
ル
／
ー

こ
の
刈
路
か
屯
要
て
あ
っ
た

3

こ
の
沢
内
街
道
に
つ
い
て
、
成
皿

8
 



咋や ~~ 
, c--

増
補
行
程
記

漬
水
秋
全
筆

,, 「",,'げ'inc

る
か
ら
と
解
す
る
し
か
な
い
。

い
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
岩
崎
街
道
は
校
庭
の
北
端
あ
た
り
で
、
奥
州
道
中

と
岐
れ
て
い
た
ら
し
い
。
道
は
視
在
の
体
育
館
の
西
側
を
通
っ
て
、
西
南
に
進
む
が
相
当

改
修
さ
れ
た
ら
し
く
直
線
に
な
っ
て
い
る
。
束
北
本
線
横
切
る
こ
の
逍
は
、
辿
行
禁
止
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
旧
辺
の
面
影
を
や
や
残
し
て
る
。
現
在
の
国
道
四
号
線
に
出
る
附
近

で
旧
道
は
破
壊
さ
れ
て
い
る
。
国
道
を
横
切
っ
た
西
側
の
山
の
神
の
坂
を
登
る
付
近
か

ら
台
地
に
登
っ
た
凡
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
は
旧
道
の
面
影
を
残
し
て
い
る
。
奥
州
大
学
へ
の

通
路
と
交
叉
す
る
南
の
部
分
の
誼
は
改
修
さ
れ
て
い
る
が
、
iII平
の
園
芸
試
験
場
の
西
側
を

通
る
附
近
で
は
旧
道
の
面
影
が
残

っ
て
い
る
。
飯
豊
川
を
渡
る
附
近
か
ら
、
水
田
の
構
造

改
善
に
伴
う
道
路
の
改
修
に
よ

っ
て
、
道
は
巾
広
く
招
備
さ
れ
て
、
直
線
に
西
南
方
に
の

び
て
い
る
。
門
屋
の
道
路
西
側
に
天

E
神
社
が
あ
り
、
更
に
進
ん
で
奥
寺
堰
を
渡
る
手
前

の
東
側
に
奥
寺
神
社
が
あ
る
。
門
屋
ま
で
は
途
中
に
民
家
も
石
碑
も
な
く
、
こ
れ
が
街
消

の
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
単
淵
な
道
で
あ
る
。
門
屋
を
す
ぎ
て
新
平
ま
で
の

問
も
、
水
田
の
中
を
構
造
改
善
の
道
路
が
通
っ
て
い
る
だ
け
で
、
同
様
単
調
な
道
で
あ

る
。
新
平
の
交
叉
点
に
入
る
手
前
に

一
里
塚
が
あ

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

新
平
は
瀬
原
逆
と
い
わ
れ
た
飯
翌
森
の
東
側
を
通
る
道
が
合
流
す
る
と
こ
で
、
現
在
も

笹
問
に
通
ず
る
舗
装
道
路
と
の
交
叉
点
と
な
っ
て
、
楳
落
と
し
て
民
家
も
多
く
あ
り
、
十

字
路
に
は
石
碑
な
ど
も
立
っ
て
い
る
。
こ
の
十
字
路
か
ら
面
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
南
下
す
る
と

東
西
に
走
る
低
い
丘
陵
を
越
え
る
。
こ
の
丘
陵
の
東
側
に
新
平
駅
家
擬
定
地
が
あ
り
、
こ

の
丘
陵
一
帯
に
は
縄
文
の
追
跡
も
数
多
く
あ
る
。
こ
の
丘
陵
の
西
側
に
、
岩
崎
街
道
と
沢

内
街
道
を
通
じ
て
唯
―
つ
の
滋
探
が
あ
る
。
記
年
銘
が
な
い
の
で
、
何
時
の
も
の
か
明
ら

か
で
な
い
が
、
江
戸
時
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
な
い
。
そ
れ
に

「
左
せ
ハ
た
」
道
と

あ
る
の
ほ
理
解
し
兼
ね
る
が
、
瀬
畑
道
と
岩
崎
追
と
が
新
平
で
合
流
し、

南
に
進
み
、
天

保
の
絵
図
面
に
あ
る
黒
沢
尻
か
ら
和
賀
川
の
北
岸
沿
い
に
横
川
目
に
向
う
瀬
畑
逍
に
通
ず

こ
の
丘
陵
の
南
側
で
、
道
の
西
方

一
0
0
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
八
坂
神
社
が
あ
る
。

そ
の
八
坂
神
社
の
東
側
に
先
程
の
道
標
に
通
ず
る
道
が
あ
っ
て
古
い
道
の
名
残
を
と
ど
め

，
 



馬
案
観
音
、

古
館
神
社
が
あ
る
（

ま
た
小
山
田
の
丘
陵
の
尻
根
の
先
端
に
ぱ
「
元
亨
ー
・
・
年

仙
人
叫
を
越
え
る
と
湯
田
町
て
、

仙
人
峠
の
卜
に
湯
川
ク
ム
の
枷
提
か
あ
り
、

仙
人
川

あ
っ
た
か
、
現
什
は
戊
係
の
古
飢
神
社
に
移
さ
れ
て
い
る

廿
ヽ
ー
に
首
て
1

、
こ
ょ
、

こ
の

li
リ
：
）
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孔
し

i
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よ
亦
力
も
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J

ま
た
心
路
沿
に
石
塔
姿
か

i
`＂r
刈
＿
こ
も

-lt
ー

i

一
仙
人
叫
人
岬
所
四
甲
間
↑
ー
中
牛
馬
小
叫
」
と
い
わ
れ
た
難
所
て
あ

芋
は
現

h
は
水
川
の
中
に

rI訊
し
て
い
ろ
格
奸
て
お
る

小
川
中
に
は
一
里
塚
か
あ
っ
た

も
た
ず

こ
れ
を
ぃ
1

く
の
は
比
た
心
残
り
て
あ
る

椋
凸
四
：
・
ぃ
ハ
メ
ー
ト
ル
の
仙
人
川
は

は
破
壊
さ
れ
、

ーゞ

9

ーし：
1

-

ー
<
i
-
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‘
:
l
l
じ
て
、
る
し

ー
リ
］
）

l
ぎ
こ
ー
；
什
ー
1
y

ー
カ
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廿

9
ト
ー
寸
ノ
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Iー

j

i

j
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/
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）

ill
直
沿
い
に
あ
っ
た
慶
昌

那
渡
神
社
に
和
"IP
人
の
山
薮
を
切
り
は
ら
っ
て
登
る
と
の
こ
と
て
あ
↓
た
か
、

そ
の
機
会
を

直
、
更
に
そ
れ
か
ら

114
、

ぃJll
し
い
＇
士
ょ

C)
よヽ

91~! 

，ヽ
j
.
A
.
t
l
J
父．
lji
こ
よ
↓
て
、

1
1
l
l
の
ー
ド
も
j

i

•
こ
こ

J
i
ー
一

＇、ノ全ill、

JI

て
あ
る

C

し
か
し
刈

h
は
噌
る
人
も
な
く
十
常
は
叫
り
困
罪
て
あ
る
か
、
山
卜
に
あ
る
久

れ
て
い
る
か
、

も
と
の
心
か
利
用
さ
れ
て
い
る

IL
宍
十
附
近
か
ら
卜
中
炒
の
番
所
へ
の

の
心
路
か
と
の
打
度

l

l

、

、

J
ご
£
‘
‘
‘
、
、

111
直
を
和
月
し
て
し
ア
ぃ
カ

I
U
-
t
し
カ

仙
人
川
道
ぱ
止
11
の
ま
ま

し
て
輸
込
ず
る
材
木
や
物
責
を
監
祝
し
た
宿
か
ら

IL
丈
サ
附
近
ま
て
の
旧
逍
ぱ
改
修
さ

賀
仙
人
鉱
山
枕
人
公
礼
敷
地
を
逍
っ
て

仙
人
糾
へ
と
合
る
こ
と
に
な
る
，

L
場
敷
地
内

な
お
、

ト
ド
島
に
も
「
物
情
仰
番
所

，
 

か
あ
↓
た
和
賀
川
筋
の
番
所
て
、

川
を
利
用

校
の
内
力
に
，
11
メ
ー
ト
ル
ほ
と
、
旧
直
か
訓
人
い
応
と
な
っ
て
残
っ
て
い
る

ILi
道
は
和

跡
か
あ
る

宕
崎
城
八
仏
柏
山
＞
左
衛
門
の
パ
輪
塔
か
虎
る

切
州
の
ヤ
地
に
卜
り
た
旧
心
ぱ
改
修
さ
れ
て
、
年
日
の
面
彰
は
な
い
か

[• 

f
 

ー
＼
ヽ
'

ー、＇ ，
 

禾ヵ
r
,
1
1
)
1
1
"、

て
、
破
壊
さ
れ
て
跡
力
も
な
く
な
っ
て
い
る

更
に
西
に
向
っ
て
、

伽
ノ
木
に
は
正
丈
寺

り
は
困
難
て
あ
る

社
）
を
は
じ
め
、

石
堺
姿
な
と
か
あ
る

ぃ
い
騎
城
の
卜
を
叫
る
直
の
両
側
に
一
里
塚
か
あ

る
と
こ
ろ
か
―
.
，
11
メ
ー
ト
ル
ほ
と
あ
る

旧
逍
は
更
に
国
鉄
北
上
線
岩
沢
ト
ン
不
の
上
の

る
。
こ
の
侶
騎
城
跡
周
辺
に
ば
、
岩
崎
八
咄
神
礼
、

駒
形
神
社

訂
騎
神
社

〔，
11
凡
神

ノ
雨
ニ
モ
恨
水
出
渡
不
自
由
I

と
あ
り
、
徒
歩
渡
り
て
あ
っ
た

和
賀
地
方
の
中
心
地
て
あ
っ
た

C
)

和
賀
氏
は
後
に
北
上
市
一
＾

f
の
飛
勢
城
に
本
拠
を
移
し

揆
〉
の
本
拠
と
な
っ
た
城
て
あ
る
ぐ
現
在
、
城
跡
に
心
な
い
天
守
閤
か
建
て
ら
れ
て
い

っ
た
と
大
正
十
四
年
の

一
宕
崎
村
史
一
に
晶
さ
れ
て
い
る
か
、
戦
後
の
道
跡
改
修
に
よ
っ

和
伯
の
州
に
あ
る
老
人
休
＇
兵
ホ
ー
ム
の
付
近
に
、

旧
逍
か
そ
の
ま
ま
、
樹
間
に
残
っ
て
い

丘
悛
の
先
晶
部
を
越
え
て
、
経
っ
て
切
惰
ヘ
ト
り
た
も
の
て
あ
る
か
、
こ
の
道
は
今
日
通

側
付
近
て
、

現
在
も
村
道
と
し
て
残
っ
て
い
る
か
、

IL

日
し
の
面
影
は
な
い
（

し
か
し
、
平

こ、＼、

f
n
 文
族
宕
崎
氏
の
居
城
と
な
り
、
度
長
パ
年
飢
土
南
部
氏
に
対
す
る
反
乱
〔
宕
綺

い
る

J

そ
れ
か
ら
四
へ
い
く
と
国
鉄
北
卜
線
て
＾
部
旧
道
は
な
く
な
る
か
、

岩
沢
駅
の
南

di人
こ
、

{

|

 

現
肌
直
の
北
側
に
旧
直
か
若
下
残
っ
て
、
そ
の
と
こ
ろ
に
石
碑
な
ど
か
LIJ

っ
て

宕
崎
村
は
中
肌
こ
の
地
方
を
支
配
し
た
和
賀
氏
の
屈
城
店
崎
城
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
て
、

に
よ
っ
て
跡

Jj
も
な
く
な
っ
て
い
る
そ
れ
か
ら
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
西
に
行
っ
た
下

御
番
所
」
か
あ
り
、

仙
人
叫
を
越
え
て
沢
内
へ
の
仕
米
の
物
行
の
監
視
に
当
っ
た

店
沢
の
田
八
に
＾
里
塚
か
戦
前
ま
て
残
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
か
、

戦
後
の
道
路
改
修

宕
崎
村
宿
に
は
「
物
留

保
の
絵
図
面
に

「
瀬
畑
街
直
」
か
ー
叫
入
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

賀
川
を
渡
っ
た
。
前
叫

l'且
店
図
’
―
に
は

「
和
賀
川
徒
渡
広
十
几
間
深
二
尺
、

山
川
故
少

f
末
に
は
舟
渡
か
行
な
わ
れ
た
の
て
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る

従
っ
て
、
前
述
し
た
天

手
が
加
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
に
見
ら
れ
る

c

川
汀
の
佐
野
か
ら
対
庁
の
岩
綺
村
の
宿
に
和

へ
の
渡
し
か
礼
渡
り
て
あ
↓
た
か
、

に
瀬
の
渡
し
は
明
治
＂
間
八
は
勿
論
の
こ
と
、
吐
戸
叶

現
在
の

1
迫
と
交
叉
す
る
大
防
十
文
字
か
ら
、

和
賀
川
の

inJ
バ
ま
て
の
道
路
は
比
較
的

て
、
宿
場
ら
し
い
屋
並
の
あ
る
部
落
て
あ
る

i

宕
崎
逍
の

IL
釣，
j

の
長
瀬
か
ら
岩
崎
の
宿

改
修
さ
れ
て
い
る
の
て
、

旧
近
の
面
影
は
全
く
な
い

Q

し：
11-
各
と
な
↓
て
い
る

オ

f
、

IIU

XLJ 

）
 

瀬
畑
は
横
川
日
の

K
湘
か
ら
渡
，
Jil
場
か
あ
↓

)
か
ら
国
道
と
交
叉
す
る
大
防
卜
文
字
ま
て
は
水
田
の
構
此
改
汎
に
伴
い
、
心
路
も
相
↓
j

小
田
中
の
一
里
塚
の
少
し
四
て
、

旧
逍
は
111勾
叫
と
．
緒
に
な
っ
て
い
て
、

て
い
る
。

J

の
道
か
も
と
の
岩
崎
逍
と
い
わ
れ
、

」
の
丘
陵
に
旧
直
か
残
っ
て
い
る

月
十

].11
」
の
ー
叫
年
作
の
あ
る
板
碑
か
あ
る
＼

た

と

こ

ろ

'，
JL

全
に
舗
払

10 



佐
竹
之
閃
門
称
小
松
川
。
其
間
凡
ト
ニ
里
謹
而
跡
甚
崎
嘔
附
葛
攀
は
四
圃
是
束
肛
~

あ
り
。

『
以
内
凪
卜
晶
』
に
来
，
1
1
木
磁
間
東
打
出
部
之
閃
門
称
越
中
畠

西
有

南

東

郷

有

占

往

米

心

名

秀

衡

fJly叫
り
取
中
夷
也
然
忍
辿
故
後
机
闘

'1
木
嶺
貞

-z; 
し）

(7) 
v

—
せ
ハ
た
適

l

と
あ
る
の
は
間
趙
て
あ
る

C

[
国>
c
'
J
~

ハ
し
セ
ン

r
、

．

．

．

 

＾
＿
11-
控
で
あ
る
が
、

、
）

＂
！
府
ー
り
こ
あ
る
川
の

Y

’イ
1
1

仕
‘
)
i

ー

＿

新
平
・
滑
田
の
道
標

西

讃

下

有

佐

竹

関

所

挑

小

松

川

rj

是
虎
州
直
也
，

然
甚
険
閾
不
芥
易

3

亦
従
レ
是
。

団
新
平
の
一
里
塚
跡
ゥ

裏
沈
り
両

111界
阪

突

以
山
圧
乃
〗
什
遠
也
東
出
卜
有
内
部
閃
所
称
越
中
畑
。

功
を
た
た
え
て
、
化
ら
れ
た
も
の
て
あ
る
＇

態
で
残
っ
て
い
る
(
)

白
木
峠
に
つ
い
て
は
『
邦
内
郷
村
志
』
に
一
此
山
以
嶺
上
束
内
表

間
を
つ
い
や
し
て
、
奥
田
新
田
を
間
発
し
た
奥
寺
新
田
（
五
＾
じ
九
年
）
を
開
発
し
た

]
れ
か
ら

「
廿

r:．
丘
！
パ
間
，
1
木
川
の
秋

Ill
叫
塙
に
登
る
山
心
か

HII
し
な
か
ら
状

止
戸
闊
代
の
＂
間
期
、

党
文
圧

q
〔
．
ぃ
ハ
ぃ
ハ
几
）
ー
廷
宝
什
＇

社
か
あ
る
）
神
社
に
は
明
和
元
年
二
じ
」
ハ
四
）

の
棟
札
が
あ
る
。

国

奥

寺

神

社

し
し、

こ＼

文
政
~
＿
り
の
百
ガ
叫
供
促
碑
か
蔽
も

1
1
1い
。

閃
所
在
小
松
川
」
と
い
わ
れ
た
御
番
所
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
御
番
所
跡
と
推
定
さ

れ
る
と
こ
ろ
に
現
在
案
内
の
況
明
板
か
立
て
て
あ
る
越
中
畑
の
民
家
の
あ
る
部
治
を
出

は
す
れ
た
と
こ
ろ
て
あ
る
。
そ
の

r伯
に
、
老
杉
の
数
本
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
訳
い
神

花
巻
か
ら
来
る
道
路
沿
に
あ
る
、
最
初
の
神
社
て
あ
る
か
、
訓
建
は
幕
末
の
訓
建
ら

①

天

王

神

社

越
中
畑
は

冒
m
内
郷
村
心
ー
に
「
越
中
畑
御
吊
所
此
所
秋
田
境
、
横
手
往
米
、
秋
田

方
法
で
は
そ
の
精
細
を
濁
査
出
米
な
か
っ
た
の
は
心
残
り
で
あ
る
。

切

飯

豊

森
1

ー

「

i
[．．． 

ー

ぎ
よ
み
す
海
直

せ
よ
こ
．
ff
行
―
―

-
1
Lー
冴
U
、
I

ー

の
．
里
塚
は
峠
山
の
一
里
塚
よ
り
や
や
小
さ
い
よ
う
て
あ
る

U

紀
年
銘
が
あ
る

(2) (1) 
(1) 

瓦
文
五
年

□

七
四

0
)

岩
崎
道
へ
の
分
れ
附
近
に
残
る
松
並
木
こ
田
城
小
学
校
校
庭
）

て
、
西
方
の
山
間
部
に
人
る
旧
直
か
卜
ん
＂
rl+

ま
て
残
っ
て
い
る

)
の
追
に
入
っ
て
五
白

の
下
の
逍
は
タ
ム
の
湖
底
と
な
っ
て
い
る
の
て
、

西
の
方
か
ら
登
る
こ
と
は
困
難
と
な
っ

て
い
る
。
峠
下
か
ら
川
尻
ま
で
は
旧
道
も
湖
底
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
湖
朕
と
な
ら
な

く
て
も
湖
畔
の
忍
と
な
っ
て
い
て
、
明
ら
か
て
な
い
。
た
た
、
叫
山
牧
場
の
中
に
一
里
塚

渡
っ
て
、
湯
田
の
明
神
の
と
こ
ろ
え
出
て
、
県
道
を
北
ヘ
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
と
進
ん

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
行
っ
た
左
側
に
「
豊
沢
の

1

里
塚
」
か
．
肛
残
っ
て
い
る
。

F
左
箪
か
ら

杜

f
沢
を
経
て
、
芳
か
沢
に
米
る
と
逍
路
の
四
側
に
一
里
塚
か
残
っ
て
い
る
。
こ
の
二
つ

芳
か
沢
の
一
里
塚
よ
り
越
中
畑
ま
て
舗
払
し
た
道
路
に
改
修
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
の
道

路
沿
い
に
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
、

旧
直
か
残
存
し
て
い
る
か
、

911
動
中
て
叫
っ
た
け
の
謁
介

不
動
の
道
標延

喜
式
社
の
一
和
賀
叙
登
挙
神
社
一
の
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
て

あ
る
が
、
現

11そ
れ
ら
し
い
神
社
も
な
く
、
小
詞
か
あ
る
に
す
き
な
い

川
尻
か
ら
槻
沢
ま
て
の
道
路
も
改
修
さ
れ
、

1111

の
血
影
は
な
い

3

槻
沢
か
ら
和
賀
川
を

る
、
立
派
な
一
里
塚
て
あ
る

C

か
．
加
残
存
し
て
い
る
。
抒
じ
メ
ー
ト
ル
ほ
と
の
円
形
て
、
」
砂
さ
＾
、
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ

1

1

1

ヽ

花
脊
市
・
江
釣
了
村

文
化
財
•
そ
の
他

懸
中
之
氾
也
。
故
り
担
且
左
者
、
不
レ
得
＞
易
＞
至
其
右
。

の
此
中
に
牛
留
な
と
と
云
わ
れ
る
と
こ
ろ
か
残
っ
て
い
る

c

、

ー

~
1
.
i
-

―

yー

9

1
人
リ
，
 

~
 

，
 

,1,"μ
、ー、

1

ヘ
- . 

-'• 
ノ‘

し・
Ii. 
'-' 

-.r、
＼ 

な :-

L
 

4
ノ
／
~

11向̀l
 

笈
以
不
レ
通
紙
兜
苓
午
裸
馬

不
レ
般
レ
物
。
況
於
騎
東
。
」
と
あ
る
。
絵
岨
な
峠
て
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
の
峠
道

11 



③

和

賀

町

⑮

全

明

寺

空
堀
が
あ
っ
て
古
い
館
跡
て
あ
る
。

⑭

田

中

館

境
内
に
杉
の
古
本
が
あ
る
。

M 

江
釣
子
古
墳
群
の
中
央
に
所
在
す
る
。
国
指
定
文
化
財
で
あ
る
。
近
く
に
、

子
村
民
俗
資
料
館
」
が
あ
る
。

江
釣
子
神
社

⑬ 

山
口
八
幡
神
社

⑫ 

＿
里
塚
跡
本
文
参
照

「
江
釣

(11) 

元
亨
三
年
（

□

-
三
三
）

の
板
碑
が
あ
る
。
高
さ
―
二
四
セ
ン
チ
メ
一
ト
ル
。

⑬ 

年
貢
米
街
道
（
瀬
畑
街
道
）
沿
に
あ
る
神
社
て
あ
る
。
宝
胚
九
年
（
＾
じ
五
九
）
と

江
釣
子
古
墳
群
の
う
ち
猫
谷
地
古
墳
群
の
所
在
地

一
か
所
に
石
碑
か
集
め
ら
れ
て
い
る
。
古
い
も
の
は
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）

の
で
あ
る
。

明
和
冗
年
（
一
七
六
四
）

の
「
庚
申
供
簑
塔
」
が
あ
る
。

(1q 

庚
申
供
養
塔

⑫

八

幡

神

社

ら
れ
た
。

⑬
和
賀
川
の
川
渡
し
し
た
と
云
わ
れ
る
と
こ
ろ

北
ロ
ハ
新
平
村

右
ハ
山
み
ち

馬

頭

観

世

音

左
ハ
せ
い
た
道

南
ハ
滑
田
村

昭
和
三
十
二
年
か
ら
三
十
一
一
一
年
に
調
荘
し
て
、
駅
家
擬
定
地
と
さ
れ
、
県
指
定
遺
跡

と
な
っ
て
い
る
が
、
駅
家
擬
定
地
に
は
疑
問
が
あ
る
。
鍛
治
場
跡
と
し
た
の
ぱ
ヅ
甲
な
る

奥
寺
新
田
開
発
に
当
っ
て
、

い
か
様
の
重
罪
人
て
も
、
こ
こ
に
来
て
住
わ
せ
て
、
新

田
開
発
の
人
夫
と
し
て
慟
か
し
た
と
い
う
伝
え
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
）
そ
の
時
の
闊

札
と
い
う
も
の
が
『
従
花
巻
夏
油
温
泉
迄
一
見
記
』
に
の
っ
て
い
る

祭
神
大
那
序
遅
命
と
少
昆
占
名
命
て
あ
る
。
寛
延
四
年
（
／
に
五
一
）

岩
崎
城
跡

下
中
嶋
の
御
番
所
跡

馬
峰
観
音

煤
孫
城
の
跡
で
あ
る
神
社
で
あ
る
が
、
本
尊
は
観
音
で
あ
る
が
、
神
仏
分
離
の
と
き

法
幡
山
慶
昌
寺
て
曹
洞
宗
で
あ
る
。
寛
文
四
年
（
．
ぃ
ハ
ぃ
ハ
四
）

⑨

慶

昌

寺

占
館
神
社
と
な
っ
た
。
境
内
に
「
い
も
神
」
の
碑
が
あ
る

3

よ
り
現
在
地
に
建
て

⑩

御

免

町

⑧

古

館

神

社

住
居
跡
に
す
ぎ
な
い
。

‘、
`
l，
 

9

_

9

 

八
坂
神
社

本
文
参
照

一
十
三
所
観
音
の
三
十
番
札
所
て
あ
る
。

(7) (6) (5) (4) (3) 

正
雲
寺
曹
洞
宗
の
寺
院
、
柏
山
平
左
衛
門
の
丘
輪
塔
か
あ
る
。

⑧

新

平

遺

跡

一
里
塚
跡
本
文
参
照

文
参
照
本

る
庚
申
塔
が
あ
る
。

(2) 

二
前
神
社

駒
ヶ
岳
山
上
の
駒
形
神
社
の
下
宮
と
い
わ
れ
て
い
る
。

①

蒼

前

神

社

の
年
号
の
あ

の
も

12 



(6) (5) (4) 

明
和
元
年
(
-
ヒ
六
四
）

の
銘
か
あ
る
。

0
江
釣
子
村
民
俗
資
料
館
・
文
化
財
収
蔵
庫
（
教
育
委
員
会
）

ダ
ミ
沢
の
碑

湯
本
の
薬
師
神
社

享
保
四
年
〈
一
七
一
九
）

湯
田
の
明
神

廷
享
四
年
ご
ヒ
四
ヒ
[
)

の
銘
の
あ
る
鰐
口
あ
り
。

の
額
と
寛
延
三
年
（
一
じ
五

0
)

御
神
体
に
騎
馬
武
者
像
を
ま
っ
て
い
る
。

の
棟
札
。

庫
に
隣
接
し
て
、
昭
和
四
十
ぃ
ハ
年
民
俗
資
料
館
が
建
設
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
村
内
の
民

俗
行
料
を
展
ぷ
し
て
あ
る
。
圃
じ
敷
地
内
に
農
具
を
展
示
し
て
い
る
南
部
曲
り
屋
〈
片

詞

湯
本
博
物
館

五
条
丸
占
墳
を
主
と
し
て
、
村
内
各
地
か
ら
出
土
し
た
遣
物
を
保
管
し
て
あ
る
収
蔵

⑳ ⑲ 

白
木
峠
頂
上

湯
田
町
歴
史
民
俗
資
料
館

⑳

八

幡

宮

明
治
三
十
七
年
の
銘
の
あ
る
「
馬
檻
神
の
碑
」
が
あ
る
。

⑬

大

杉

ヽ
~

3
 

（
 

①
峠
山
の
一
里
塚

,
1
,
 

2
 

（
 

山
祗
神
社

⑰

地

蔵

本
文
参
照

⑯

牛

留

湯
田
町

天
保
十
三
年
(
-
八
四
二
）

の
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
碑

⑲

石

碑

道
祖
神
て
あ
る
と
し
て
い
る
。
近
く
に
杉
の
占
本
が
あ
る
。

(14) 

秋
田
街
道
跡

久
那
渡
神
社

「
く
な
ど
」
は
「
ふ
な
ど
（
岐
）
」
て
は
な
い
か
と
『
和
賀
町
史
』
に
言
っ
て
い
る
。

越
中
畑
番
所
跡

本
文
参
照

叫
和
元
年
二
じ
六
四
）

の
棟
札
あ
り
。

~1) 

⑬

沢

口

神

社

⑳ 

宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）

の
銘
の
あ
る
御
神
体
あ
り
。

を
ま
っ
て
い
る
。

⑫ 

仙
人
権
現
別
当
多
聞
院
て
、

八
か
所
に
棟
札
を
残
し
て
い
る
。
本
吟
に
十
：
面
観
音

白
木
野
の
大
山
祗
神
社

享
保
十
ヒ
年
（
一
じ
＿
ー
・
-
／
[
）

の
棟
札
あ
り
。

⑲

修

験

院

(11) 

大
山
祗
神
社

⑬
岩
沢
の
旧
道
沿
の
石
塔
姿

天
保
十
二
年
(
-
八
四
一
）

の
棟
札
あ
り
。

⑰ 

岩
沢
の
一
里
跡

本
文
参
照

(10 

⑯ 

瀬
畑
の
渡
舟
場

(9) 

本
文
参
照

（
一
ヒ
ニ
六
〗
）の
「
：
．
界
万
霊
等
」
て
あ
る
。

子
安
地
蔵
と
い
わ
れ
て
い
る
。

(8) 

⑮ 

千
手
観
世
音
堂

慈
覚
大
師
剖
建
と
云
わ
れ
て
い
る
。
境
内
石
塔
姿
あ
り
。
古
い
も
の
は
享
保
十
一
年

(7) 

豊
沢
の
一
里
塚

松
林
の
地
蔵

芳
ケ
沢
の
一
里
塚

柳
沢
の
山
祗
神
社

本
文
参
照

13 



昭
和
五
十
三
年
十
一
月
間
館
、
大
台
野
遺
跡
の
出
七
品
を
中
心
に
、
湯
田
町
に
関
迎

あ
る
考
古
資
料
、
文
書
資
料
、
民
俗
資
料
の
収
集
保
存
・
展
一
小
を
行
っ
て
い
る
。
湯
田

〇
湯
本
博
物
館

湯
本
温
泉
の
一
休
館
主
が
、
旅
館
に
隣
接
し
て
作
っ
た
も
の
て
、
江
戸
末
期
か
ら
明

治
・
大
正
・
昭
和
初
期
に
こ
の
地
方
で
使
用
し
て
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た
農
機
具
、
義
蚤
具
、
緞
治
具
、

機
織
具
、
鉱
山
用
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、
家
具
、
什
器
、
被
服
な
と
多
数
展
示
し
て
あ
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。
こ
の
他
に
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陸
海
軍
の
遣
品
、
印
度
・
中
国
・
イ
ン
ド
ネ
シ
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民
具
な
と
も
展
一
小
し
て
あ
る
。

町
に
は
鉱
山
か
む
か
し
栄
え
た
そ
の
資
料
を
展
示
し
て
あ
る
。

0
湯
田
町
地
方
歴
史
民
俗
資
料
館
（
教
育
委
員
会
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中
門
を
移
策
し
て
あ
る
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山崎街道への分れ付近に残る松並木

不動的道標

3 1 f甑盟轟

K王神社

00. ，';:神社

6 1桁平町 _IJ!場跡

斬平・滑川町J丘槻

析F遺跡

111剥l賀川町1I1lllL

12 1 I\i~神社

13 I江釣子市崎鮮のフち描百地古墳群の所在地

14 1 i[釣f神社

15 11:明寺
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